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第
六
章

過
失
の
不
真
正
不
作
為
犯

１

過
失
の
不
真
正
不
作
為
犯
概
説

過
失
の
真
正
不
作
為
犯
は
、
刑
法
典
中
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
特
別
法
中
に
は
散
見
さ
れ
る
（
例
え
ば
、
運
転
免
許
証
の
過
失
不

携
帯
罪
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
過
失
の
不
真
正
不
作
為
犯
は
、
過
失
犯
規
定
の
存
在
を
前
提
に
、
可
罰
的
で
あ
る
。
主
と
し
て
、
過
失
の
不

真
正
不
作
為
が
問
題
と
な
る
の
は
過
失
致
死
傷
罪
で
あ
る
。

過
失
の
不
真
正
不
作
為
犯
の
構
成
要
件
は
、
故
意
の
不
真
正
不
作
為
犯
の
客
観
的
構
成
要
件
と
過
失
の
作
為
犯
の
構
成
要
件
か
ら
構
成

さ
れ
る
。
先
ず
、
結
果
回
義
務
を
基
礎
付
け
る
状
況
、
命
令
さ
れ
た
作
為
の
非
着
手（
不
作
為
）、
命
令
さ
れ
た
作
為
に
着
手
す
る
事
実
上

の
可
能
性（
個
別
行
為
能
力
）、
結
果
の
発
生
、
不
作
為
の
因
果
関
係
及
び
保
障
人
の
地
位
が
構
成
要
件
要
素
と
な
る
。
次
い
で
、
注
意
義

務
違
反
の
不
作
為
行
為
が
付
け
加

１
）

わ
る
。

過
失
犯
が
成
立
す
る
要
件
と
し
て
重
要
な
の
は
、
客
観
的
注
意
義
務
違
反
で
あ
る
。
客
観
的
注
意
の
内
容
は
、
保
護
法
益
に
対
す
る
危

険
を
認
識
し
、
適
切
な
評
価
を
下
す
内
面
的
注
意
と
危
険
を
取
り
除
く
措
置
を
採
る
外
面
的
注
意
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
構
成
要
件
的
結

果
の
発
生
の
客
観
的
認
識
可
能
性
か
ら
、
そ
の
発
生
を
避
け
る
た
め
の
客
観
的
回
避
義
務
が
生
ず
る
。
過
失
の
不
真
正
不
作
為
犯
に
あ
っ

て
は
、
客
観
的
認
識
可
能
性
は
保
障
人
の
地
位
を
含
む
構
成
要
件
該
当
状
況
、
不
適
切
な
救
助
行
為
等
に

２
）

及
ぶ
。

過
失
の
不
真
正
不
作
為
犯
に
お
け
る
注
意
義
務
と
保
障
人
の
義
務
が
重
な
る
限
り
、
主
観
的
注
意
違
反
も
個
人
の
行
為
能
力
と
一
致
せ
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ざ
る
を
得
な
い
。
す
な
わ
ち
、
主
観
的
注
意
違
反
は
具
体
的
不
作
為
に
お
け
る
個
別
事
情
に
関
わ
る
個
別
行
為
能
力
を
含
む
の
で
、
結
局
、

こ
れ
に
解
消
さ

３
）

れ
る
。

保
障
人
義
務
と
注
意
義
務
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
一
方
で
、
保
障
人
義
務
と
い
う
の
は
、
換
言
す
る
と
、
結
果
発
生
の
阻
止
義
務
で
あ

り
、
他
方
で
、
保
障
人
の
地
位
に
あ
る
者
に
の
み
注
意
義
務
が
、
つ
ま
り
、
結
果
の
発
生
を
阻
止
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
注
意
を
払

う
こ
と
を
内
容
と
す
る
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
過
失
の
不
真
正
不
作
為
犯
に
お
け
る
注
意
義
務
違
反
と
保
障
人

義
務
違
反
と
い
う
の
は
、
注
意
義
務
違
反
が
保
障
人
義
務
違
反
を
含
む
と
い
う
形
で
重
な
る
の
で

４
）

あ
る
。

次
の
よ
う
な
場
合
に
過
失
の
不
真
正
不
作
為
犯
が
認
め
ら
れ
る
。
第
一
に
、
行
為
者
が
不
注
意
に
も
結
果
回
避
義
務
を
基
礎
付
け
る
構

成
要
件
的
状
況
を
認
識
し
な
い
と
き
、
行
為
者
が
結
果
の
発
生
の
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
な
い
と
き
と（
認
識
の
な
い

５
）

過
失
）、
認
識

は
し
て
い
る
が
、
介
入
せ
ず
と
も
や
り
過
ご
せ
る
と
考
え
る
場
合
が
あ
る（
認
識
の
あ
る
過
失
）。
前
者
は
、
母
親
が
そ
の
子
供
の
重
い
病

気
を
見
過
ご
し
、
死
な
せ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
後
者
は
、
母
親
が
そ
の
子
供
の
重
い
病
気
に
気
づ
き
な
が
ら
、
医
師
に
見
て
も
ら
う
こ
と

を
せ
ず
、
死
な
せ
て
し
ま
っ
た
場
合
で
あ
る
。
第
二
に
、
行
為
者
が
、
救
助
行
為
の
手
段
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
軽
率
に
も
、
救
助

に
役
立
つ
行
為
の
で
き
る
状
況
に
は
な
い
と
考
え
る
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、
行
為
者
が
、
携
帯
し
て
い
る
電
話
で
救
助
を
要
請
で
き
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
う
か
つ
に
も
そ
れ
携
帯
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
い
、
重
病
人
を
素
人
の
自
分
に
は
救
う
こ
と
が
で
き
な
い
と

考
え
る
場
合
で
あ
る
。
第
三
に
、
命
令
さ
れ
た
作
為
を
す
る
に
当
た
っ
て
そ
れ
が
適
切
な
行
為
で
あ
る
と
は
云
え
な
い
場
合
、
保
障
人
は

命
令
さ
れ
た
作
為
を
試
み
て
い
る
が
、
し
か
し
、
同
時
に
、
必
要
な
注
意
を
怠
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
川
に
飛
び
込
ん
で
救
う
こ
と
が
で

き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
溺
れ
て
い
る
者
に
は
届
か
な
い
縄
を
そ
の
者
め
が
け
て
投
げ
込
む
場
合
で
あ
る
。
第
四
に
、
行
為
者
が
保
障
人
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の
地
位
を
基
礎
付
け
る
事
実
状
況
を
認
識
し
な
い
と
き
も
、
過
失
の
不
真
正
不
作
為
犯
が
成
立
す
る
。
溺
れ
て
助
け
を
求
め
て
い
る
女
性

が
自
分
の
妻
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
な
い
夫
と
か
、
車
道
で
自
動
車
に
轢
か
れ
て
倒
れ
て
い
る
被
害
者
を
見
た
が
、
実
は
自
分
が
轢
い
た

こ
と
に
気
づ
か
な
か
っ
た
運
転
者
の
場
合
で
あ
る
。
法
は
保
障
人
に
構
成
要
件
的
状
況
に
あ
る
場
合
に
そ
こ
に
介
入
す
る
こ
と
を
命
令
す

る
ば
か
り
か
、
そ
れ
以
上
に
、
危
険
に
陥
っ
て
い
る
者
が
自
分
の
子
ど
も
で
あ
る
か
否
か
に
注
意
を
払
う
こ
と
、
自
身
が
結
果
回
避
義
務

を
基
礎
付
け
る
状
況
を
創
出
し
た
の
か
否
か
に
注
意
を
払
う
こ
と
を
命
令
し
て

６
）

い
る
。

注
意
義
務
違
反
が
認
め
ら
れ
る
と
き
、
結
果
の
発
生
が
第
三
者
や
被
害
者
自
身
に
よ
っ
て
自
律
的
に
招
来
さ
れ
た
場
合
の
よ
う
に
客
観

的
帰
属
が
否
定
さ
れ
な
い
限
り
、
構
成
要
件
該
当
性
が
肯
定
さ
れ
る
。

２

管
理
過
失
・
監
督
過
失

⑴

不
真
正
不
作
為
犯
と
し
て
の
管
理
過
失
・
監
督
過
失

過
失
の
不
真
正
不
作
為
犯
に
お
い
て
は
、
保
障
人
義
務
は
、
故
意
の
不
真
正
不
作
為
犯
の
場
合
と
は
異
な
り
、
結
果
の
発
生
を
直
接
的

に
回
避
す
る
作
為
に
関
係
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
結
果
発
生
の
危
険
を
排
除
す
べ
き
行
為
を
行
う
こ
と
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
結
果
の
発
生
を
回
避
す
る
べ
く
、
か
な
り
早
い
時
期
に
命
令
さ
れ
た
作
為
が
履
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
保
障

人
と
し
て
、
一
定
の
安
全
措
置
を
採
る
義
務
あ
る
い
は
他
人
の
危
険
な
作
為
を
監
視
す
る
義
務
を
遵
守
し
な
い
者
は
保
障
人
義
務
に
違
反

し
て

７
）

い
る
。
管
理
・
監
督
過
失
と
云
わ
れ
る
法
現
象
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
保
障
人
の
作
為
義
務
違
反
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
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わ
が
国
に
お
い
て
管
理
過
失
・
監
督
過
失
犯
論
の
展
開
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
昭
和
四
八
年
の
「
森
永
ド
ラ
イ
ミ
ル
ク
中
毒
事
件
差
戻

し
第
一
審

８
）

判
決
」
で
あ
っ
た
。
次
い
で
、
昭
和
五
八
年
か
ら
昭
和
六
〇
年
前
半
に
か
け
て
、
ホ
テ
ル
や
百
貨
店
の
大
規
模
火
災
に
伴
う
大

量
死
傷
事
件
に
関
わ
る「
太
洋
デ
パ
ー
ト
火
災
事
件
第
一
審
判
決
」（
昭
和
五
八
年
一
月
）、「
千
日
デ
パ
ー
ト
ビ
ル
火
災
事
件
第
一
審
判
決
」

（
昭
和
五
九
年
五
月
）、「
川
治
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
火
災
事
件
第
一
審
判
決
」（
昭
和
六
〇
年
五
月
）、「
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
火
災
事

件
第
一
審
判
決
」（
昭
和
六
二
年
五
月
）
及
び
都
市
ガ
ス
漏
れ
事
故
に
関
わ
る
「
北
ガ
ス
事
件
判
決
」（
昭
和
六
一
年
二
月
）
が
管
理
・
監

督
過
失
犯
論
の
発
展
、
し
か
も
そ
の
不
真
正
不
作
為
犯
構
成
の
展
開
を
促
し
た
の
で

９
）

あ
る
。

い
わ
ゆ
る
監
督
過
失
、
管
理
過
失
で
は
一
般
的
に
は
過
失
の
不
真
正
不
作
為
犯
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
管
理
過
失
と
は
、

従
業
者
等
の
行
為
へ
の
監
督
の
誤
り
で
は
な
く
、
管
理
者
自
身
に
よ
る
物
的
設
備
・
機
構
（
例
え
ば
、
消
火
設
備
、
延
焼
防
止
設
備
、
非

常
警
報
設
備
、
避
難
設
備
）
や
人
的
体
制
な
ど
の
不
備
自
体
が
結
果
の
発
生
に
結
び
つ
く
場
合
を
い
う
。
監
督
過
失
と
は
、
他
人
に
対
す

る
指
導
・
指
揮
・
監
督
等
の
不
適
切
さ
が
結
果
の
発
生
に
結
び
つ
く
場
合
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
安
全
体
制
の
不
備
な
企
業
活
動
を
続
け

て
い
る
と
い
う
実
体
に
着
目
す
る
と
、
作
為
犯
と
し
て
の
構
成
も
可
能
に
見
え
る
が
、
し
か
し
、
企
業
活
動
そ
の
も
の
の
社
会
的
有
用
性
、

そ
し
て
そ
の
企
業
活
動
に
伴
う
危
険
が
か
な
り
低
い
事
に
鑑
み
る
と
、
抽
象
的
危
険
行
為
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
作
為
行
為
の
規
範
的

危
険
性
が
否
定
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
、
作
為
の
実
行
行
為
性
は
否
定
さ
れ
る
（
社
会
的
相
当
行
為
）。
も
し
、
作
為
犯
と
構
成
す
る
な
ら
、

個
々
の
従
業
員
の
作
為
形
態
の
営
業
行
為
を
全
体
と
し
て
捉
え
、
こ
れ
を
も
っ
て
管
理
者
・
監
督
者
の
作
為
行
為
と
見
る
こ
と
に
な
る
が
、

こ
れ
は
擬
制
に
す
ぎ
る
。
し
か
し
、
危
険
性
は
低
い
と
は
い
え
、
結
果
の
発
生
の
回
避
に
備
え
た
安
全
体
制
は
確
立
し
て
お
か
ね
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
し
て
い
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
、
結
果
回
避
措
置
を
採
ら
な
い
と
い
う
不
作
為
こ
そ
が
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
な
の

で
あ
る
（
第
二
章

６
⑵
ｄ
参
照
）。
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判
例
は
火
災
事
故
に
か
か
わ
る
管
理
・
監
督
過
失
に
つ
い
て
、
そ
の
行
為
の
構
造
を
明
確
に
認
識
す
る
こ
と
な
く
、
過
失
犯
の
注
意
義

務
の
問
題
に
焦
点
を
合
わ
せ
て

10
）

い
る
。
し
か
し
、
過
失
の
不
真
正
不
作
為
犯
に
あ
っ
て
は
、
保
障
人
義
務
の
主
体
が
過
失
犯
の
注
意
義
務

の
主
体
を
限
定
す
る
、
つ
ま
り
、
注
意
義
務
は
保
障
人
の
地
位
に
基
礎
付
け
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
先
ず
、
保
障

人
の
地
位
が
確
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

11
）

あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
処
罰
の
範
囲
も
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ホ
テ
ル
や
百
貨
店

に
お
い
て
は
、
宿
泊
客
に
よ
る
タ
バ
コ
の
火
の
不
始
末
、
買
い
物
客
、
宿
泊
客
そ
の
他
の
者
に
よ
る
放
火
、
厨
房
か
ら
の
出
火
、
そ
の
他

原
因
不
明
の
出
火
に
よ
る
火
災
の
危
険
を
常
に
は
ら
ん
で
お
り
、
し
か
も
、
い
っ
た
ん
火
災
が
発
生
す
れ
ば
、
他
人
の
生
命
・
身
体
等
へ

の
大
き
な
被
害
が
生
ず
る
虞
が
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
ホ
テ
ル
や
百
貨
店
は
危
険
源
と
い

12
）

え
る
。
消
防
法
上
の
管
理
権
原
者
た
る
代
表
取

締
役
等
の
経
営
の
最
高
責
任
者
や
名
目
だ
け
で
な
く
、
実
質
的
に
防
火
業
務
に
従
事
し
て
い
る
防
火
管
理
者
は
、
火
災
に
よ
る
死
傷
の
結

果
の
発
生
す
る
以
前
の
段
階
か
ら
結
果
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
物
的
設
備
や
人
的
体
制
を
整
備
し
て
お
く
監
視
保
障

人
義
務
が
あ
る
。
管
理
過
失
の
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
防
火
管
理
上
の
安
全
体
制
を
整
え
て
い
な
い
と
い
う
あ
る
程
度
早
い
時
期
の
不

作
為
が
実
行
行
為
で

13
）

あ
る
。
監
督
過
失
の
場
合
に
は
、
結
果
発
生
に
接
着
し
た
時
点
で
の
不
作
為
が
実
行
行
為
と
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
い

で
あ
ろ
う
。
過
失
の
不
真
正
不
作
為
犯
に
お
い
て
、
結
果
の
発
生
か
ら
か
な
り
遡
り
、
ま
だ
具
体
的
危
険
の
発
生
し
て
い
な
い
時
点
で
実

行
行
為
を
認
め
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
。
故
意
の
不
作
為
犯
で
あ
っ
て
も
、
具
体
的
危
険
の
発
生
だ
け
が
実
行
行
為
の
規
準
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
時
限
爆
弾
の
仕
掛
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
列
車
乗
務
員
が
、
列
車
乗
務
交
代
時
に
乗
客
殺

害
の
意
図
で
放
置
し
た
と
き
、
時
限
爆
弾
が
１
日
後
に
爆
発
す
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
時
点
で
殺
人
の
実
行
行
為

が
認
め
ら
れ
る
。
結
果
発
生
時
点
か
ら
の
時
間
的
間
隔
の
大
小
が
実
行
行
為
性
の
決
定
的
規
準
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
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⑵

監
督
過
失
と
信
頼
の
原
則

同
一
の
事
業
活
動
に
関
わ
る
複
数
の
者
の
刑
事
責
任
が
問
題
と
な
る
監
督
過
失
に
お
い
て
も
、
上
位
者
に
信
頼
の
原
則
が
適
用
さ
れ
て

そ
の
客
観
的
注
意
義
務
違
反
が
否
定
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
う
る
。
上
位
者
で
あ
る
監
督
者
が
下
位
者
で
あ
る
従
業
員
に
十
全
な
安
全
教

育
・
訓
練
を
施
し
て
い
る
場
合
に
は
、
下
位
者
の
注
意
義
務
違
反
行
為
が
あ
っ
て
も
、
上
位
者
の
注
意
義
務
違
反
が
否
定
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
最
判
昭
和
六
三
・
一
〇
・
二
七
刑
集
四
二
・
八
・
一
一
〇
九
﹇
日
本
ア
エ
ロ
ジ
ル
工
場
塩
素
ガ
ス
流
出
事
件
﹈
は
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

で
運
搬
さ
れ
て
き
た
原
料
の
液
体
塩
素
を
工
場
の
貯
蔵
タ
ン
ク
に
受
け
入
れ
る
に
際
し
、
そ
の
作
業
に
従
事
し
て
い
た
未
熟
練
技
術
員
が

タ
ン
ク
の
受
入
れ
バ
ル
ブ
を
閉
め
よ
う
と
し
て
誤
っ
て
パ
ー
ジ
バ
ル
ブ
を
開
け
、
大
量
の
塩
素
ガ
ス
を
大
気
中
に
放
出
さ
せ
て
付
近
住
民

に
傷
害
を
負
わ
せ
た
と
い
う
事
案
で
あ
る
が
、
未
熟
練
技
術
員
Ｋ
、
こ
れ
を
指
導
監
督
し
つ
つ
作
業
に
当
た
っ
て
い
た
熟
練
技
術
員
Ｔ
、

受
入
れ
作
業
担
当
の
班
の
責
任
者
で
あ
っ
た
技
師
Ｆ
、
こ
れ
ら
の
総
括
者
で
人
員
配
置
や
安
全
教
育
の
責
任
者
で
も
あ
っ
た
製
造
課
長
Ｓ

の
四
名
が
業
務
上
過
失
傷
害
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。
最
高
裁
は
被
告
人
四
名
の
業
務
上
過
失
傷
害
罪
の
成
立
を
肯
定
し
た
が
、
Ｓ
と
Ｆ
の
監

督
責
任
に
つ
い
て
、「
被
告
人
Ｓ
及
び
同
Ｆ
は
、
未
熟
練
技
術
員
で
あ
る
被
告
人
Ｋ
を
技
術
班
に
配
置
し
て
液
体
塩
素
の
受
入
れ
作
業
に
従

事
さ
せ
る
に
当
た
っ
て
は
、
同
人
が
知
識
経
験
の
欠
如
か
ら
単
独
で
不
的
確
な
バ
ル
ブ
操
作
を
し
て
事
故
を
起
す
危
険
が
予
見
さ
れ
た
の

で
あ
る
か
ら
、
同
人
に
対
す
る
安
全
教
育
を
徹
底
し
て
行
い
、
熟
練
技
術
員
の
直
接
の
指
導
監
督
の
下
で
な
け
れ
ば
バ
ル
ブ
操
作
を
し
な

い
こ
と
な
ど
を
十
分
に
認
識
さ
せ
て
お
く
べ
き
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
急
遽
同
人
を
を
技
術
班
に
配
置
す
る
に
際
し
て
は
そ
の
旨
を
同
人

に
注
意
し
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
。
ま
た
、
両
被
告
人
は
未
熟
練
技
術
員
で
あ
る
被
告
人
Ｋ
と
と
も
に
液
体
塩
素
の
受
入
れ
作
業
に
当
た
る

熟
練
技
術
員
に
対
し
て
も
、
そ
の
直
接
の
指
導
監
督
の
下
に
被
告
人
Ｋ
を
作
業
に
従
事
さ
せ
、
決
し
て
単
独
で
バ
ル
ブ
操
作
を
さ
せ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
安
全
教
育
を
徹
底
し
、
少
な
く
と
も
被
告
人
Ｋ
を
急
遽
技
術
班
に
配
置
す
る
に
際
し
て
は
そ
の
旨
を
熟
練
技
術
員
に
対
し

注
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
両
被
告
人
は
、
こ
れ
ら
を
怠
っ
た
ま
ま
漫
然
被
告
人
Ｋ
を
技
術
班
に
配
置
し
て
液
体
塩
素
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の
受
入
れ
作
業
に
当
た
ら
せ
る
と
い
う
危
険
な
行
為
に
出
て
本
件
事
故
を
招
来
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
両
被
告
人
に
過
失
が
あ
っ
た
こ

と
は
否
定
す
べ
く
も
な
い
。」
と
判
示
し
た
上
で
、
さ
ら
に
、
原
判
決
、
第
一
審
判
決
が
、
Ｓ
と
Ｆ
は
「
右
の
安
全
教
育
又
は
指
示
を
行
っ

た
だ
け
で
は
足
り
ず
、
液
体
塩
素
の
受
入
れ
作
業
の
現
場
を
巡
回
し
て
監
視
す
る
義
務
が
あ
る
旨
を
判
示
し
て
い
る
点
は
、
過
大
な
義
務

を
課
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
正
当
と
は
い
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
右
の
安
全
教
育
又
は
指
示
を
徹
底
し
て
お
き
さ
え
す
れ
ば
、
通
常
、
熟

練
技
術
員
ら
の
側
に
お
い
て
こ
れ
を
順
守
す
る
も
の
と
信
頼
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
で
も
な
お
信
頼
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、そ
も
そ
も
未
熟
技
術
員
を
技
術
班
に
配
置
す
る
こ
と
自
体
が
許
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
」

と
判
示
し
て
、
信
頼
の
原
則
の
適
用
の
余
地
の
あ
る
こ
と
を
肯
定
し
て

14
）

い
る
。

⑶

客
観
的
帰
属

管
理
・
監
督
過
失
で
も
行
為
と
結
果
の
客
観
的
帰
属
が
問
題
と
な
る
。
行
為
の
抽
象
的
経
験
的
危
険
で
は
、
発
生
し
た
結
果
が
、
一
般

的
経
験
か
ら
す
る
と
、
事
前
の
観
点
か
ら
客
観
的
予
測
可
能
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
不
作
為
と
予
期
さ
れ
る
結
果
の
間
に
経
験
的
相
当

性
が
あ
る
か
否
か
が
問
題
と
な
る
。
一
旦
出
火
す
る
と
、
一
般
的
に
か
か
る
不
作
為
の
た
め
に
死
傷
の
結
果
の
発
生
を
阻
止
で
き
な
く
な

る
こ
と
が
予
見
で
き
る
し（
抽
象
的
経
験
的
危
険
）、
か
か
る
不
作
為
に
社
会
的
相
当
性
が
あ
る
と
も
い
え
な
い
か
ら
、
不
作
為
行
為
の
帰

属
は
可
能
で
あ
る
。
結
果
の
経
験
的
危
険
で
は
、
具
体
的
に
惹
起
さ
れ
た
結
果
が
、
一
般
的
生
活
経
験
に
照
ら
し
て
、
事
後
の
観
点
か
ら

客
観
的
に
予
見
可
能
で
あ
っ
た
か
否
か
が
問
題
と
な
る（
相
当
性
連
関
）。
不
作
為
の
危
険
領
域
の
外
に
あ
る
と
き
、
つ
ま
り
、
客
観
的
予

見
可
能
性
が
な
い
と
き
、
結
果
は
不
作
為
と
相
当
性
連
関
に
な
い
。
管
理
過
失
の
場
合
に
は
、
一
旦
出
火
し
た
後
の
火
災
の
拡
大
を
阻
止

す
る
作
為
義
務
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
、
防
火
管
理
体
制
の
不
備
と
い
う
不
作
為
に
よ
っ
て
、
出
火
後
の
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ず
、
具
体
的
形
を
ま
と
っ
て
生
じ
た
死
傷
の
結
果
を
招
来
し
た
と
い
え
る
場
合
に
結
果
の
帰
属
が
肯
定
さ
れ
る
。「
万
一
の
危
機
発
生
」
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か
ら
生
じ
う
る
結
果
発
生
を
回
避
す
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
具
体
的
な
出
火
原
因
・
出
火
・
態
様
・
時
期
の
予

見
可
能
性
が
不
要
な
の
は
当
然
で

15
）

あ
る
。
も
と
よ
り
、
不
作
為
の
時
点
で
は
予
見
で
き
な
か
っ
た
事
情
、
例
え
ば
、
常
軌
を
逸
し
た
原
因

で
出
火
し
た
と
い
っ
た
よ
う
な
事
情
が
あ
る
場
合
、
相
当
性
連
関
が
欠
如
す
る
。
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す
る
。W

elzel,
S
.
223.

大
谷
實
『
刑
法
総
論
（
第
三
版
）』
二
〇
〇
六
年
・
七
八
頁
は
、
川
で
溺
れ
て
い
る
自
分
の
子
に
つ
い
て
、
そ
の
父
親
が
自
分
の
子
で
あ
る
と
気
づ
か
な
い

か
ぎ
り
、
保
障
人
の
地
位
は
お
よ
そ
生
じ
な
い
と
論
ず
る
の
で
、
過
失
犯
の
成
立
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
保
障
人
の
地
位
は
客
観
的
に

定
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
、
行
為
者
の
主
観
に
左
右
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
で
、
本
説
は
適
切
で
な
い
。

６
）

T
h
.
W
eig
en
d
,
L
eip
zig
er K

o
m
m
en
ta
r S
tra
fg
esetzb

u
ch
,
B
d
.
1,
12.
A
u
fl.,
2007,

13 R
n 97.
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７
）

W
.
G
a
lla
s,
D
ie stra

frech
tlich

e V
era
n
tw
o
rtlich

k
eit d

er a
m
 
B
a
u B
eteilig

ten
,
1963,

32.
A
.
S
ch
u
tzb
a
ch
,
D
ie stra

frech
tlich

e
 

V
era
n
tw
o
rtu
n
g fu
r B
etrieb

su
n
fa
lle,
1983,

122.

８
）

徳
島
地
裁
判
決
・
判
例
時
報
七
二
一
号
七
頁
（
森
永
乳
業
徳
島
工
場
で
は
、
昭
和
二
八
年
頃
か
ら
、
ド
ラ
イ
ミ
ル
ク
の
溶
解
度
を
良
好
に
す
る
安
定
剤
と

し
て
、「
協
和
産
業
」か
ら
第
二
燐
酸
ソ
ー
ダ
を
買
い
入
れ
、
こ
れ
を
原
料
に
混
入
し
て
ド
ラ
イ
ミ
ル
ク
を
生
産
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
三
〇
年
四
月

か
ら
七
月
に
か
け
て
買
い
入
れ
た
第
二
燐
酸
ソ
ー
ダ
は
、「
協
和
産
業
」
が
従
来
納
入
し
て
い
た
製
品
と
は
別
個
の
、「
松
野
製
薬
」
製
造
に
な
る
、
い
わ
ゆ

る
「
松
野
製
剤
」
で
あ
り
、
結
晶
が
一
見
第
二
燐
酸
ソ
ー
ダ
に
似
て
お
り
、
納
入
品
名
も
「
第
二
燐
酸
ソ
ー
ダ
」
と
表
示
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
内
容
は
、

「
松
野
製
薬
」
が
ア
ル
ミ
ナ
製
造
の
際
に
で
き
た
産
業
廃
棄
物
を
脱
色
・
再
結
晶
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
人
体
に
有
害
な
程
度
の
砒
素
化
合
物
を
含
有
す
る

粗
悪
有
毒
品
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
右
「
松
野
製
剤
」
入
り
の
ド
ラ
イ
ミ
ル
ク
を
飲
用
し
た
乳
児
中
、
四
九
名
が
死
亡
し
、
七
二
五
名
が
皮
膚
症
状
・

呼
吸
器
粘
膜
症
状
な
ど
の
傷
害
を
受
け
た
。
当
時
の
徳
島
工
場
長
Ｏ
と
、
製
造
課
長
Ｋ
が
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。
工
場
長
は
無
罪
「
本
件

工
場
長
が
被
告
人
Ｏ
の
よ
う
に
事
務
系
工
場
長
で
あ
る
場
合
に
は
、
訴
因
に
掲
げ
る
よ
う
な
直
接
的
注
意
義
務
は
も
ち
ろ
ん
監
督
上
の
注
意
義
務
も
認
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
」。
製
造
課
長
は
有
罪「
製
造
課
長
た
る
被
告
人
Ｋ
も
第
二
燐
酸
ソ
ー
ダ
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
当
初
の
研
究
、
実
験
の
段
階
か
ら
中

心
と
な
っ
て
関
与
し
て
い
て
、
そ
の
後
本
格
的
製
造
に
入
っ
て
か
ら
は
、
毎
回
の
第
二
燐
酸
ソ
ー
ダ
の
発
注
に
つ
い
て
、
Ｙ
副
主
任
を
し
て
規
格
品
を
発
注

さ
せ
る
よ
う
指
示
監
督
す
べ
き
業
務
上
の
注
意
義
務
を
負
い
な
が
ら
前
記
の
よ
う
に
こ
れ
を
怠
り
、
Ｙ
副
主
任
か
ら
漫
然
と
単
に
第
二
燐
酸
ソ
ー
ダ
と
の
み

い
っ
て
事
務
課
に
依
頼
し
、
同
課
か
ら
協
和
産
業
に
対
し
無
規
格
品
の
右
薬
剤
を
発
注
す
る
に
ま
か
せ
て
い
た
の
で
、
納
入
品
は
当
然
成
分
規
格
に
つ
い
て

保
証
の
な
い
無
規
格
品
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
が
間
違
い
な
く
第
二
燐
酸
ソ
ー
ダ
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
無
関
心
で
あ
り
得
る
立
場
で
は
な
く
、
当
然

右
Ｙ
副
主
任
を
し
て
右
確
認
の
た
め
の
科
学
的
検
査
を
な
さ
し
め
、
も
っ
て
右
毒
物
が
粉
乳
に
紛
れ
込
む
こ
と
を
避
止
す
べ
き
注
意
義
務
が
あ
っ
た
と
い
う

べ
き
で
あ
る
」）。

９
）

参
照
、
石
塚
章
夫
「
管
理
・
監
督
過
失
論
学
説
史
｜

そ
の
不
真
正
不
作
為
犯
構
成
を
め
ぐ
っ
て
」（『
鈴
木
茂
嗣
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
上
巻
』
二
〇
〇

七
年
所
収
）
四
一
三
頁
以
下
、
四
二
二
頁
。
同
「
捜
査
・
訴
追
及
び
裁
判
上
の
立
証
」
刑
法
雑
誌
第
二
八
巻
第
一
号
二
八
頁
以
下
。

10
）

①
最
一
小
決
平
成
二
年
一
一
月
一
六
日
刑
集
四
四
・
八
・
七
四
四
﹇
川
治
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
火
災
事
件
﹈
昭
和
五
五
年
一
一
月
二
〇
日
午
後
三
時
頃
、
川

治
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
の
新
館
（
木
造
一
部
鉄
骨
亜
鉛
メ
ッ
キ
鋼
板
葺
き
一
部
瓦
葺
二
階
建
）
の
婦
人
風
呂
拡
張
に
伴
う
旧
露
天
風
呂
の
取
り
壊
し
作
業
に
従

事
し
て
い
た
建
設
会
社
の
作
業
員
Ｈ
が
、
ア
セ
チ
レ
ン
切
断
に
よ
る
鉄
柵
切
断
作
業
に
従
事
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
不
注
意
に
よ
り
、
切
断
機
の
炎
を
婦
人
風

呂
外
壁
の
間
𨻶
に
流
入
さ
せ
た
た
め
、
同
所
付
近
か
ら
火
災
が
発
生
し
た
。
火
災
は
壁
体
内
を
上
昇
し
な
が
ら
婦
人
風
呂
屋
根
裏
に
達
し
て
か
ら
天
井
に
燃

え
移
り
、
充
満
し
た
火
炎
及
び
煙
は
、
屋
根
裏
に
接
着
し
て
い
た
新
館
二
階
へ
の
階
段
の
天
井
及
び
側
壁
を
燃
え
抜
け
て
フ
ラ
ッ
シ
ュ
オ
ー
バ
ー
現
象
を
起
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こ
し
、
こ
れ
に
よ
り
大
量
の
煙
が
流
出
し
、
煙
は
右
階
段
部
を
上
昇
し
て
新
館
二
階
廊
下
を
東
方
に
進
み
、
新
館
と
旧
館
の
接
合
部
で
あ
る
連
絡
通
路
を
経

て
旧
館
（
鉄
骨
木
造
亜
鉛
メ
ッ
キ
鋼
板
葺
一
部
陸
屋
根
五
階
建
）
に
流
入
し
、
さ
ら
に
、
旧
館
中
央
階
段
及
び
西
側
階
段
を
上
昇
し
て
、
三
階
、
四
階
に
充

満
し
、
こ
れ
に
続
い
て
火
炎
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。
同
ホ
テ
ル
に
は
新
館
と
旧
館
と
の
各
連
絡
通
路
部
分
に
は
防
火
戸
の
設
置
が
な
く
、
旧
館
二
階
な
い
し

四
階
の
中
央
及
び
西
側
の
階
段
部
分
は
防
火
区
画
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
多
量
の
煙
や
火
炎
が
短
時
間
に
、
し
か
も
容
易
に
旧
館
二
階
な
い
し
四
階

の
各
階
段
、
廊
下
、
客
室
等
に
流
入
、
充
満
し
た
上
、
同
ホ
テ
ル
の
従
業
員
に
よ
る
適
切
な
火
災
通
報
、
避
難
誘
導
が
ま
っ
た
く
為
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、

婦
人
風
呂
及
び
こ
れ
に
隣
接
す
る
大
浴
場
並
び
に
旧
館
の
二
階
な
い
し
四
階
に
い
た
宿
泊
客
及
び
従
業
員
の
相
当
数
は
、
外
部
に
脱
出
す
る
こ
と
が
困
難
と

な
っ
て
逃
げ
場
を
失
い
、
多
量
の
煙
、
一
酸
化
炭
素
等
を
吸
入
し
、
あ
る
い
は
、
新
館
屋
根
等
に
飛
び
降
り
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
、
老
人
会
の

団
体
客
を
含
む
宿
泊
客
四
二
名
及
び
従
業
員
三
名
が
死
亡
し
、
宿
泊
客
二
二
名
が
傷
害
を
負
っ
た
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
、
ホ
テ
ル
の
代
表
取
締
役
Ｔ
と
、

そ
の
妻
で
専
務
取
締
役
の
Ｍ
が
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
で
、
作
業
員
Ｈ
が
業
務
上
失
火
罪
と
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。
第
一
審
（
宇
都
宮
地

裁
）、
原
審
（
東
京
高
裁
）
と
も
に
被
告
人
Ｍ
に
有
罪
判
決
を
下
し
た
。
上
告
棄
却
。
第
一
審
は
被
告
人
Ｈ
、
被
告
人
Ｔ
に
有
罪
判
決
を
下
し
た
が
、
両
被
告

人
と
も
に
控
訴
せ
ず
。

「
被
告
人
（
Ｍ
）
は
、
Ｔ
と
と
も
に
同
ホ
テ
ル
の
経
営
管
理
業
務
を
統
括
掌
握
す
る
最
高
の
権
限
を
有
し
、
ホ
テ
ル
の
建
物
に
対
す
る
防
火
防
災
の
管
理
業

務
を
遂
行
す
べ
き
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
宿
泊
施
設
を
設
け
、
昼
夜
を
問
わ
ず
不
特
定
多
数
の
人
に
宿
泊
の
利
便
を
提
供
す
る
旅
館
・

ホ
テ
ル
に
お
い
て
は
、
火
災
の
危
険
を
常
に
は
ら
ん
で
い
る
上
、
被
告
人
は
、
同
ホ
テ
ル
の
防
火
防
災
が
人
的
に
も
物
的
に
も
不
備
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し

て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
い
っ
た
ん
火
災
が
起
こ
れ
ば
、
発
見
の
遅
れ
、
初
期
消
火
の
失
敗
等
に
よ
り
本
格
的
な
火
災
に
発
展
し
、
建
物
の
構
造
、
避
難
経

路
等
に
不
案
内
の
宿
泊
客
等
に
支
障
の
危
険
の
及
ぶ
恐
れ
が
あ
る
こ
と
は
容
易
に
予
見
で
き
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
被
告
人
は
、
同
ホ

テ
ル
に
お
い
て
は
、
防
火
管
理
者
が
選
任
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
消
防
計
画
を
自
ら
作
成
し
、
あ
る
い
は
幹
部
従
業
員

に
命
じ
て
作
成
さ
せ
、
こ
れ
に
基
づ
く
避
難
誘
導
訓
練
を
実
施
す
る
義
務
を
負
っ
て
お
り
、
ま
た
被
告
人
は
、
旧
館
二
階
な
い
し
四
階
へ
の
煙
及
び
火
災
の

流
入
、
拡
大
を
防
止
し
、
宿
泊
客
等
の
生
命
、
身
体
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
建
築
基
準
法
令
に
従
い
、
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
、
新
館
二
階
と
休
館
二

階
と
の
連
絡
通
路
部
分
に
煙
感
知
連
動
式
甲
種
防
火
戸
を
設
置
し
、
旧
館
二
階
な
い
し
四
階
の
中
央
及
び
西
側
の
各
階
段
部
分
を
防
火
区
画
と
す
る
義
務
を

負
っ
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
…
…
本
件
火
災
に
よ
る
宿
泊
客
等
の
死
傷
の
結
果
は
、
被
告
人
が
右
の
よ
う
な
義
務
が
あ
る
の
に
こ
れ
を
怠
っ
た
こ
と

に
よ
る
」。

②
最
高
一
小
決
平
成
二
年
一
一
月
二
九
日
刑
集
四
四
・
八
・
八
七
一
﹇
千
日
デ
パ
ー
ト
ビ
ル
火
災
事
件
﹈
昭
和
四
七
年
五
月
一
三
日
午
後
一
〇
時
二
五
分

頃
、
大
阪
市
の
千
日
デ
パ
ー
ト
ビ
ル
（
地
下
一
階
、
地
上
七
階
）
三
階
の
大
部
分
を
賃
借
し
て
い
た
株
式
会
社
ニ
チ
イ
か
ら
電
気
工
事
を
請
け
負
っ
て
い
た
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業
者
の
従
業
員
ら
が
同
階
売
場
内
で
工
事
を
し
て
い
た
際
に
、原
因
不
明
の
火
災
が
同
階
東
側
の
右
ニ
チ
イ
寝
具
売
場
か
ら
発
生
し
、二
階
及
び
四
階
に
あ
っ

た
衣
料
品
や
寝
具
類
は
ほ
ぼ
全
焼
し
た
上
、
そ
の
際
に
発
生
し
た
一
酸
化
炭
素
を
含
む
多
量
の
有
毒
ガ
ス
が
、
キ
ャ
バ
レ
ー
「
プ
レ
イ
タ
ウ
ン
」
専
用
の
南

側
エ
レ
ベ
ー
タ
の
昇
降
路
、
Ｅ
階
段
、
Ｆ
階
段
及
び
ビ
ル
北
側
の
換
気
ダ
ク
ト
を
通
っ
て
上
昇
し
、
七
階
の
「
プ
レ
イ
タ
ウ
ン
」
店
内
に
流
入
し
、
そ
の
結

果
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
及
び
救
助
袋
に
よ
る
脱
出
の
際
の
転
落
に
よ
っ
て
、
客
及
び
従
業
員
一
一
八
名
が
死
亡
し
、
四
二
名
が
傷
害
を
負
っ
た
。
こ
の
事
件

に
つ
い
て
、
千
日
デ
パ
ー
ト
ビ
ル
の
所
有
者
で
あ
る
日
本
ド
リ
ー
ム
観
光
の
千
日
デ
パ
ー
ト
ビ
ル
管
理
部
次
長
Ｍ（
公
判
係
属
中
死
亡
）、
同
管
理
部
課
長
で

千
日
デ
パ
ー
ト
ビ
ル
の
防
火
管
理
者
Ｎ
、
日
本
ド
リ
ー
ム
観
光
の
子
会
社
で
あ
る
千
日
土
地
観
光
株
式
会
社
が
経
営
す
る
キ
ャ
バ
レ
ー
「
プ
レ
イ
タ
ウ
ン
」

の
代
表
取
締
役
で
管
理
権
原
者
の
Ｋ
、
同
支
配
人
で
防
火
管
理
者
Ｔ
が
、
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。
第
一
審
（
大
阪
地
裁
）
は
被
告
人
Ｎ
、

Ｋ
、
Ｔ
に
無
罪
判
決
を
下
し
た
が
、
原
審
は
一
審
判
決
を
破
棄
し
、
被
告
人
三
名
に
有
罪
を
言
い
渡
し
た
。
上
告
棄
却
。

Ｎ
に
つ
い
て
、「
ド
リ
ー
ム
観
光
と
し
て
は
、
火
災
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
法
令
上
の
有
無
を
問
わ
ず
、
可
能
な
限
り
種
々
の
措
置
を
講
ず
べ
き
注
意

義
務
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
（
…
…
）。
…
…
本
件
火
災
に
限
定
し
て
考
え
る
と
、
当
夜
工
事
の
行
わ
れ
て
い
た
本
件
ビ
ル
三
階
の
防
火
区
画

シ
ャ
ッ
タ
ー
等
（
…
…
）
の
う
ち
、
工
事
の
た
め
最
小
限
開
け
て
お
く
必
要
の
あ
る
南
端
の
二
枚
の
防
火
区
画
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
除
く
、
そ
の
余
の
全
部
の
防

火
区
画
シ
ャ
ッ
タ
ー
等
を
閉
め
、
保
安
係
員
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
者
を
工
事
に
立
ち
合
わ
せ
、
出
火
に
際
し
て
直
ち
に
出
火
場
所
側
の
南
端
東
側
の
防
火
区

画
シ
ャ
ッ
タ
ー
一
枚
を
閉
め
る
措
置
を
講
じ
さ
せ
る
と
と
も
に
、『
プ
レ
イ
タ
ウ
ン
』側
に
火
災
発
生
を
連
絡
す
る
体
制
を
採
っ
て
お
き
さ
え
す
れ
ば
、
…
…

『
プ
レ
イ
タ
ウ
ン
』
へ
の
煙
の
流
入
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
り
、
保
安
係
員
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
者
か
ら
一
階
の
保
安
室
を
経
由
し
て
『
プ

レ
イ
タ
ウ
ン
』
側
に
火
災
発
生
の
連
絡
が
さ
れ
る
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
、
同
店
の
客
及
び
従
業
員
を
避
難
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る

そ
う
す
る
と
、
ド
リ
ー
ム
観
光
と
し
て
は
、
少
な
く
と
も
右
の
限
度
に
お
い
て
、
注
意
義
務
を
負
っ
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
…
…
そ
う
で
あ
れ
ば
…
…

被
告
人
Ｎ
と
し
て
は
、
自
ら
の
権
限
に
よ
り
、
あ
る
い
は
上
司
で
あ
る
管
理
部
次
長
の
Ｍ
の
指
示
を
求
め
、
工
事
が
行
わ
れ
る
本
件
ビ
ル
三
階
の
防
火
区
画

シ
ャ
ッ
タ
ー
等
を
可
能
な
範
囲
で
閉
鎖
し
、
保
安
係
員
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
者
を
立
ち
合
わ
せ
る
措
置
を
採
る
べ
き
注
意
義
務
を
履
行
す
べ
き
立
場
に
あ
っ

た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
右
義
務
に
違
反
し
、
本
件
結
果
を
招
来
し
た
被
告
人
Ｎ
に
は
過
失
責
任
が
あ
る
」。

Ｔ
に
つ
い
て
、「
被
告
人
Ｔ
に
お
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
階
下
か
ら
の
出
火
を
想
定
し
、
避
難
の
た
め
の
適
切
な
経
路
の
点
検
を
行
っ
て
さ
え
い
れ
ば
、
Ｂ
階

段
が
安
全
確
実
に
地
上
に
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
る
唯
一
の
通
路
で
あ
る
と
の
結
論
に
到
達
す
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

被
告
人
Ｔ
は
、
建
物
の
高
層
部
で
多
数
の
遊
興
客
を
扱
う
『
プ
レ
イ
タ
ウ
ン
』
の
防
火
管
理
者
と
し
て
、
本
件
ビ
ル
の
階
下
に
お
い
て
火
災
が
発
生
し
た
場

合
、
適
切
に
客
等
を
避
難
誘
導
で
き
る
よ
う
に
、
平
素
か
ら
避
難
誘
導
訓
練
を
実
施
し
て
お
く
べ
き
義
務
を
負
っ
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
…
…
右
注
意
義
務
を
怠
っ
た
被
告
人
Ｔ
の
過
失
は
明
ら
か
で
あ
る
」。
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Ｋ
に
つ
い
て
、「
被
告
人
Ｋ
は
、
救
助
袋
の
修
理
又
は
取
替
え
が
放
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
適
切
な
避
難
誘
導
訓
練
が
平
素
か
ら
十
分
に
実
施
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
管
理
権
原
者
と
し
て
、
防
火
管
理
者
で
あ
る
被
告
人
Ｔ
が
右
の
防
火
管
理
業
務
を
適
切
に
実
施
し
て

い
る
か
ど
う
か
を
具
体
的
に
監
督
す
べ
き
注
意
義
務
を
果
た
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
の
被
告
人
Ｋ
の
過
失
は
明
ら
か
で
あ
る
」。

③
最
一
小
判
平
成
三
年
一
一
月
一
四
日
刑
集
四
五
巻
二
二
一
頁
﹇
太
洋
デ
パ
ー
ト
火
災
事
件
﹈
昭
和
四
八
年
一
一
月
二
九
日
の
午
後
一
時
一
〇
分
頃
以
後

に
、
営
業
中
の
熊
本
市
内
の
太
洋
デ
パ
ー
ト
本
店
店
舗
本
館
（
地
下
一
階
、
地
上
七
階
、
一
部
九
階
）
の
南
西
隅
に
あ
る
Ｃ
号
階
段
の
二
階
か
ら
三
階
へ
の

上
が
り
口
付
近
で
原
因
不
明
の
火
災
が
発
生
し
、
火
炎
は
Ｃ
号
階
段
に
切
れ
目
な
く
積
み
重
ね
て
あ
っ
た
寝
具
な
ど
の
入
っ
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
を
次
々
に
焼

い
て
三
階
店
内
に
侵
入
し
、
さ
ら
に
三
階
か
ら
八
階
ま
で
の
各
階
に
燃
え
広
が
っ
て
そ
れ
ら
の
階
を
ほ
ぼ
全
焼
し
、
午
後
九
時
一
九
分
頃
鎮
火
し
た
が
、
火

災
に
際
し
、
在
館
者
に
対
し
、
従
業
員
ら
に
よ
る
火
災
の
通
報
が
ま
っ
た
く
な
さ
れ
ず
、
避
難
誘
導
も
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
多
数
の
者
が

逃
げ
場
を
失
う
な
ど
し
、
そ
の
結
果
、
従
業
員
、
客
及
び
工
事
関
係
者
一
〇
四
名
が
死
亡
し
、
六
七
名
が
負
傷
し
た
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
、
太
洋
デ
パ
ー

ト
を
経
営
す
る
株
式
会
社
大
洋
の
代
表
取
締
役
Ａ
（
第
一
審
係
属
中
に
死
亡
）、
筆
頭
常
務
取
締
役
Ｂ
（
第
一
審
係
属
中
に
死
亡
）、
取
締
役
人
事
部
長
Ｃ
、

店
舗
本
館
三
階
の
売
場
の
課
長
で
三
階
の
火
元
責
任
者
Ｄ
、
営
繕
部
営
繕
課
の
課
員
で
店
舗
本
館
の
防
火
管
理
者
と
し
て
選
任
届
け
の
出
て
い
た
Ｅ
が
業
務

上
過
失
致
死
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。
第
一
審
（
熊
本
地
裁
）
は
Ｃ
、
Ｄ
、
Ｅ
の
過
失
を
否
定
し
、
無
罪
を
言
い
渡
し
た
。
原
審
（
福
岡
高
裁
）
は
、
第
一
審
判

決
を
破
棄
し
、
被
告
人
三
名
の
過
失
を
認
め
、
有
罪
判
決
を
下
し
た
。
被
告
人
上
告
。
最
高
裁
は
原
判
決
を
破
棄
し
た
上
、
被
告
人
三
名
に
つ
い
て
の
検
察

官
の
控
訴
を
棄
却
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
第
一
審
の
無
罪
判
決
が
確
定
。

Ｃ
に
つ
い
て
、「
原
判
決
が
被
告
人
Ｃ
に
太
洋
の
取
締
役
会
の
構
成
員
の
一
員
と
し
て
取
締
役
会
の
決
議
を
促
し
て
消
防
計
画
の
作
成
等
を
す
べ
き
注
意
義

務
が
あ
る
と
し
た
の
は
、
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
多
数
人
を
収
容
す
る
建
物
の
火
災
を
防
止
し
、
右
の
火
災
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
の
防
火

管
理
上
の
注
意
義
務
は
、
消
防
法
は
八
条
一
項
が
こ
れ
を
消
防
計
画
作
成
等
の
義
務
と
し
て
具
体
的
に
定
め
て
い
る
が
、
本
来
は
同
項
に
定
め
る
防
火
対
象

物
を
使
用
し
て
活
動
す
る
事
業
主
が
負
う
一
般
的
な
注
意
義
務
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
右
の
事
業
主
が
株
式
会
社
で
あ
る
場
合
に
右
義
務
を
負

う
の
は
、
一
般
に
会
社
の
業
務
執
行
権
限
を
有
す
る
代
表
取
締
役
で
あ
り
、
取
締
役
会
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
株
式
会
社
に
あ
っ
て
は
、
通
常
は
代
表
取

締
役
が
会
社
の
た
め
自
ら
の
注
意
義
務
の
履
行
と
し
て
防
火
管
理
業
務
の
執
行
に
当
た
っ
て
い
る
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
取
締
役
会
が
防
火
管
理
上
の

注
意
義
務
の
主
体
と
し
て
代
表
取
締
役
に
右
義
務
を
履
行
さ
せ
て
い
る
も
の
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
。
原
判
決
は
、
被
告
人
Ｃ
に
つ
い
て
取
締
役
会
の
構
成

員
の
一
員
と
し
て
消
防
計
画
の
作
成
等
に
関
与
す
べ
き
立
場
に
あ
っ
た
旨
を
判
示
す
る
が
、
そ
れ
が
一
般
に
取
締
役
会
が
防
火
管
理
上
の
注
意
義
務
の
主
体

で
あ
る
と
の
見
解
の
下
に
取
締
役
で
あ
る
同
被
告
人
に
右
義
務
が
あ
る
こ
と
を
判
示
し
た
趣
旨
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
失
当
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
…
…
取

締
役
と
し
て
は
、
取
締
役
会
に
お
い
て
代
表
取
締
役
を
選
任
し
、
こ
れ
に
適
正
な
防
火
管
理
業
務
を
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
限
を
与
え
た
以
上
は
、
代
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表
取
締
役
に
右
業
務
の
遂
行
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
の
特
別
の
事
情
の
な
い
限
り
、
代
表
取
締
役
の
不
適
正
な
業
務
執
行
か
ら
生
じ
た
死
傷
の

過
失
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
み
る
と
、
…
…
本
件
に
お
い
て
太
洋
の
取
締
役
会
の
構
成
員
に
過

失
責
任
を
認
め
る
こ
と
を
相
当
と
す
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
原
判
決
が
被
告
人
Ｃ
に
太
洋
の
取
締
役
会
の
構
成
員
の

一
員
と
し
て
取
締
役
会
の
決
議
を
促
し
て
消
防
計
画
の
作
成
等
を
す
べ
き
注
意
義
務
が
あ
る
と
し
た
の
は
、
誤
り
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
さ
ら
に
、
原
判

決
が
被
告
人
Ｃ
に
Ａ
社
長
の
防
火
管
理
上
の
注
意
義
務
の
履
行
を
促
す
よ
う
同
社
長
に
直
接
意
見
を
具
申
す
べ
き
注
意
義
務
が
あ
る
と
し
た
の
も
、
首
肯
し

得
な
い
。
…
…
自
ら
防
火
管
理
上
の
注
意
義
務
を
負
っ
て
い
な
か
っ
た
同
被
告
人
に
、
Ａ
社
長
に
対
し
意
見
を
具
申
す
べ
き
注
意
義
務
が
あ
っ
た
と
は
認
め

ら
れ
な
い
」。

Ｄ
に
つ
い
て
、「
被
告
人
Ｄ
が
い
か
な
る
立
場
に
お
い
て
本
件
の
結
果
発
生
を
防
止
す
る
注
意
義
務
を
負
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
み
る
と
、
同
被
告
人
は
、

店
舗
本
館
三
階
の
売
場
課
長
で
あ
っ
た
が
、
売
場
課
長
で
あ
る
こ
と
か
ら
直
ち
に
防
火
管
理
の
職
責
を
負
う
も
の
と
は
い
え
な
い
。
そ
し
て
、
被
告
人
Ｄ
の

売
場
課
長
と
し
て
の
職
務
の
中
に
三
階
の
防
火
管
理
業
務
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
記
録
上
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
被
告
人
Ｄ
は
、
店
舗
本
館

三
階
の
火
元
責
任
者
で
あ
っ
た
が
、
消
防
法
令
の
予
定
す
る
火
元
責
任
者
の
主
な
職
責
は
、
防
火
管
理
者
の
指
導
監
督
の
下
で
行
う
火
気
の
使
用
及
び
取
扱

い
で
あ
り（
…
…
）、
火
元
責
任
者
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
当
然
に
受
持
ち
区
域
に
お
け
る
消
火
、
延
焼
防
止
等
の
訓
練
を
実
施
す
る
職
責
を
負
う
も
の
で

は
な
く
、
防
火
管
理
者
か
ら
そ
の
点
の
業
務
の
遂
行
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
な
ど
の
事
情
が
な
け
れ
ば
、
右
の
職
責
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
」。

Ｅ
に
つ
い
て
、「
消
防
法
施
行
令
三
条
は
、
同
法
八
条
一
項
に
定
め
る
防
火
管
理
者
の
資
格
と
し
て
、
所
定
の
講
習
課
程
を
終
了
し
た
こ
と
な
ど
の
ほ
か
、

『
当
該
防
火
対
象
物
に
お
い
て
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
管
理
的
又
は
監
督
的
な
地
位
に
あ
る
も
の
』と
い
う
要
件
を
定

め
て
い
る
と
こ
ろ
、
右
の
管
理
的
又
は
監
督
的
な
地
位
に
あ
る
も
の
と
は
、
そ
の
者
が
企
業
組
織
内
に
お
い
て
一
般
的
に
管
理
的
又
は
監
督
的
な
地
位
に
あ

る
だ
け
で
な
く
、
更
に
当
該
防
火
対
象
物
に
お
け
る
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
限
を
有
す
る
地
位
に
あ
る
も
の
を
い

う
趣
旨
と
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
…
…
被
告
人
Ｅ
が
そ
の
よ
う
な
地
位
に
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
消
防
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
く
避
難
誘
導
等

の
訓
練
を
実
施
す
る
た
め
の
具
体
的
な
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
た
と
も
認
め
ら
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、
防
火
管
理
者
が
企
業
組
織
内
に
お
い
て
消
防
法
八
条

一
項
に
定
め
る
防
火
管
理
業
務
を
す
べ
て
自
己
の
判
断
の
み
で
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
位
、
権
限
を
有
す
る
こ
と
ま
で
は
必
要
で
な
く
、
必
要
が
あ
れ

ば
管
理
権
原
者
の
指
示
を
求
め（
同
法
施
行
令
四
条
一
項
参
照
）、
あ
る
い
は
組
織
内
で
関
係
を
有
す
る
所
管
部
門
の
協
力
を
得
る
な
ど
し
て
業
務
を
遂
行
す

る
こ
と
が
消
防
法
上
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
…
…
被
告
人
Ｅ
が
消
防
計
画
の
作
成
等
の
主
要
な
防
火
管
理
業
務
を
遂
行

す
る
た
め
に
は
、
Ａ
社
長
や
常
務
取
締
役
ら
に
対
し
、
す
べ
て
そ
れ
ら
の
者
の
職
務
権
限
の
発
動
を
求
め
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
地
位
に
し
か
な
か
っ
た
同
被
告
人
に
防
火
管
理
者
と
し
て
の
責
任
を
問
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
原
判
決
が
被
告
人
Ｅ
に
つ
い
て
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店
舗
本
館
の
防
火
管
理
者
と
し
て
Ａ
社
長
ら
に
り
ん
議
を
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
消
防
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
く
避
難
誘
導
等
の
訓
練
を
実
施
す
べ
き

注
意
義
務
が
あ
る
と
し
た
の
は
、
誤
り
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」。

④
最
二
小
決
平
成
五
年
一
一
月
二
五
日
刑
集
四
七
・
九
・
二
四
二
〔
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
火
災
事
件
決
定
〕
本
件
ホ
テ
ル
の
建
物
は
、
い
わ
ゆ
る

Ｙ
字
三
差
型
の
複
雑
な
基
本
構
造
を
有
す
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
地
上
一
〇
階
、
地
下
二
階
で
あ
る
。
本
件
火
災
当
時
、
主
と
し
て
客
室
、
事
務
所
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
四
階
か
ら
一
〇
階
ま
で
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
は
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
四
階
及
び
七
階
に
代
替
防
火
区
画

が
設
け
ら
れ
て
い
た
に
す
ぎ
ず
、
加
え
て
、
防
火
戸
は
火
災
時
に
自
動
的
に
閉
鎖
し
な
い
も
の
が
多
く
、
非
常
放
送
設
備
も
一
部
使
用
不
能
状
態
に
あ
り
、

消
火
、
通
報
及
び
避
難
訓
練
も
ま
っ
た
く
行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
態
の
中
で
、
昭
和
五
七
年
二
月
八
日
午
前
三
時
一
六
分
、
七
分
頃
、

九
階
九
三
八
号
室
の
宿
泊
客
の
タ
バ
コ
の
不
始
末
に
よ
り
同
室
ベ
ッ
ド
か
ら
出
火
し
、
駆
け
つ
け
た
当
直
従
業
員
が
消
火
器
を
噴
射
し
た
こ
と
に
よ
り
ベ
ッ

ド
表
層
で
は
一
旦
火
災
が
消
失
し
た
が
、
約
一
分
後
に
再
燃
し
、
同
室
ド
ア
が
開
放
さ
れ
て
い
た
た
め
火
勢
が
拡
大
し
た
。
右
出
火
は
当
直
従
業
員
ら
に
よ
っ

て
早
期
に
発
見
さ
れ
た
が
、
消
防
訓
練
等
が
不
十
分
だ
っ
た
た
め
、
初
期
消
火
活
動
、
避
難
誘
導
等
を
ほ
と
ん
ど
行
な
う
こ
と
が
で
き
ず
、
非
常
ベ
ル
の
鳴

動
操
作
、
防
火
戸
の
閉
鎖
に
思
い
つ
く
者
も
い
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
九
、
一
〇
階
を
中
心
と
す
る
宿
泊
客
三
二
名
が
死
亡
、
二
四
名
が
傷
害
を
負
っ
た
。

株
式
会
社
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
の
代
表
取
締
役
社
長
と
防
火
管
理
者
で
あ
る
支
配
人
兼
総
務
部
長
が
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。
後
者

に
つ
い
て
は
第
一
審
の
有
罪
判
決
が
確
定
。「
被
告
人
は
、
代
表
取
締
役
社
長
と
し
て
、
本
件
ホ
テ
ル
の
経
営
、
管
理
事
務
を
統
括
す
る
地
位
に
あ
り
、
そ
の

実
質
的
権
限
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
多
数
人
を
収
容
す
る
本
件
建
物
の
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
火
災
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
の
防
火
管

理
上
の
注
意
義
務
を
負
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
に
お
い
て
は
、
消
防
法
八
条
一
項
の
防
火
管
理
者
で
あ
り
、
支

配
人
兼
総
務
部
長
の
職
に
あ
っ
た
Ｈ
に
同
条
項
所
定
の
防
火
管
理
業
務
を
行
な
わ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
た
か
ら
、
同
人
の
権
限
に
属
さ
な
い
措
置
に
つ
い
て

は
被
告
人
自
ら
こ
れ
を
行
な
う
と
と
も
に
、
右
防
火
管
理
業
務
に
つ
い
て
は
Ｈ
に
お
い
て
適
切
に
こ
れ
を
遂
行
す
る
よ
う
同
人
を
指
揮
監
督
す
べ
き
立
場
に

あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
昼
夜
を
問
わ
ず
不
特
定
多
数
の
人
に
宿
泊
等
の
利
便
を
提
供
す
る
ホ
テ
ル
に
お
い
て
は
火
災
発
生
の
危
険
を
常
に

は
ら
ん
で
い
る
上
、
被
告
人
は
、
昭
和
五
四
年
五
月
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
し
た
当
時
か
ら
本
件
建
物
の
九
、
一
〇
階
等
に
は
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
も

代
替
防
火
区
画
も
設
置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
お
り
、
ま
た
、
本
件
火
災
の
相
当
以
前
か
ら
、
既
存
の
防
火
区
画
が
不
完
全
で
あ
る
上
、
防
火
管

理
者
で
あ
る
Ｈ
が
行
な
う
べ
き
消
防
計
画
の
作
成
、
こ
れ
に
基
づ
く
消
防
訓
練
、
防
火
用
・
消
防
用
設
備
等
の
点
検
、
維
持
管
理
そ
の
他
の
防
火
防
災
対
策

も
不
備
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
自
ら
又
は
Ｈ
を
指
揮
し
て
こ
れ
ら
の
防
火
管
理
体
制
の
不
備
を
解
消
し
な
い
限
り
、
い
っ
た
ん
火

災
が
起
こ
れ
ば
、
発
見
の
遅
れ
や
従
業
員
ら
に
よ
る
初
期
消
火
の
失
敗
等
に
よ
り
本
格
的
な
火
災
に
発
展
し
、
従
業
員
ら
に
お
い
て
適
切
な
通
報
や
避
難
誘

導
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
、
建
物
の
構
造
、
避
難
経
路
等
に
不
案
内
の
宿
泊
客
ら
に
死
傷
の
の
危
険
の
及
ぶ
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
容
易
に
予
見
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で
き
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
被
告
人
は
、
本
件
ホ
テ
ル
内
か
ら
出
火
し
た
場
合
、
早
期
に
こ
れ
を
消
火
し
、
又
は
火
災
の
拡
大
を
防
止

す
る
と
と
も
に
宿
泊
客
ら
に
対
す
る
適
切
な
通
報
、
避
難
誘
導
等
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、
宿
泊
客
ら
の
死
傷
を
回
避
す
る
た
め
、
消
防
法
令
上
の
基
準
に

従
っ
て
本
件
建
物
の
九
階
及
び
一
〇
階
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
又
は
代
替
防
火
区
画
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、防
火
管
理
者
で
あ
る
Ｂ
を
指
揮
監
督
し
て
、

消
防
計
画
を
作
成
さ
せ
て
、
従
業
員
ら
に
こ
れ
を
周
知
徹
底
さ
せ
、
こ
れ
に
基
づ
く
消
防
訓
練
及
び
防
火
用
・
消
防
用
設
備
等
の
点
検
、
維
持
管
理
等
を
行

わ
せ
る
な
ど
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
防
火
管
理
体
制
を
確
立
し
て
お
く
べ
き
義
務
を
負
っ
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
被
告
人
が
こ
れ
ら
の
措
置

を
採
る
こ
と
を
困
難
に
さ
せ
る
事
情
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
人
に
お
い
て
右
義
務
を
怠
ら
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
措
置
が
あ
い
ま
っ
て
、
本
件

火
災
に
よ
る
宿
泊
客
ら
の
死
傷
の
結
果
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
に
よ
れ
ば
、
右
義
務
を
怠
り
こ
れ
ら
の
措
置
を
講
じ
な

か
っ
た
被
告
人
に
、
本
件
火
災
に
よ
る
宿
泊
客
ら
の
死
傷
の
結
果
に
つ
い
て
過
失
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
被
告
人
に
対
し
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪

の
成
立
を
認
め
た
原
判
断
は
、
正
当
で
あ
る
」。

札
幌
地
判
昭
和
六
一
年
二
月
一
三
日
刑
月
一
八
巻
一
・
二
号
六
八
頁
〔
北
ガ
ス
事
件
〕
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
吉
田
敏
雄
「
熱
量
変
更
計
画
最
高
責
任
者

の
監
督
過
失
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
六
七
号
一
一
一
頁
以
下
。
丸
山
雅
夫
「
監
督
過
失
⑵
」
刑
法
判
例
百
選

総
論
（
第
六
版
）
二
〇
〇
八
年
・
一
一
八
頁
以
下
。

11
）

参
照
、
林
幹
人
『
刑
法
総
論
（
第
二
版
）』
二
〇
〇
八
年
・
二
九
九
頁
以
下
。
前
田
雅
英
『
刑
法
総
論
講
義
（
第
四
版
）』
二
〇
〇
六
年
・
二
七
六
頁
。
な

お
、
井
田
良
『
犯
罪
論
の
現
在
と
目
的
的
行
為
論
』
一
九
九
五
年
・
二
〇
五
頁
は
、
従
業
員
に
よ
る
客
の
招
致
行
為
を
含
む
企
業
活
動
そ
の
も
の
は
法
人
全

体
の
企
業
活
動
の
一
環
で
あ
っ
て
、
個
人
の
刑
事
責
任
を
追
及
す
る
刑
事
法
に
あ
っ
て
は
、
法
人
の
営
利
活
動
を
管
理
・
監
督
者
自
身
の
行
為
と
同
一
視
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
招
致
行
為
を
作
為
に
よ
る
実
行
行
為
と
見
る
こ
と
に
は
、
入
館
行
為
が
個
々
の
客
自
身
の
自
主
的
判
断
に
基
づ

い
て
い
る
だ
け
に
無
理
が
あ
り
、
や
は
り
、
管
理
権
原
者
や
防
火
管
理
者
等
の
不
作
為
の
態
度
を
問
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
論
ず
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
作
為
犯
と
し
て
の
構
成
を
試
み
る
見
解
も
あ
る
。
山
中
敬
一
「
因
果
関
係
（
客
観
的
帰
属
）」（
中
山
研
一
・
米
田
泰
邦
編
著
『
火
災
と

刑
事
責
任
』
一
九
九
三
年
所
収
）
六
九
頁
以
下
、
八
三
頁
以
下
は
、
注
意
義
務
違
反
に
は
命
令
の
不
作
為
と
い
う
要
素
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
、
過
失
犯

が
不
作
為
犯
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を
つ
け
な
い
不
作
為
は
、
死
傷
の
結
果
に
対
す
る
過
失
致
死
罪
を
構
成
し
な
い
、
な
ぜ
な
ら
、
過

失
致
死
罪
の
実
行
行
為
は
、
結
果
発
生
の
具
体
的
危
険
が
発
生
す
る
時
点
以
降
で
問
題
と
な
り
、
且
つ
、
作
為
的
側
面
に
お
い
て
死
傷
を
惹
起
す
る
と
い
う

因
果
力
を
要
す
る
か
ら
で
あ
る
、
そ
し
て
、
個
々
的
に
は
様
々
な
作
為
と
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
不
設
置
の
よ
う
な
不
作
為
的
要
素
か
ら
な
る
複
合
体
と
し
て
の

「
危
険
状
態
に
お
い
て
う
ま
く
作
動
し
な
い
欠
陥
あ
る
結
果
防
止
シ
ス
テ
ム
を
具
体
的
危
険
発
生
以
前
に
設
置
し
た
」
行
為
（
危
険
状
態
拡
大
源
設
置
行
為
）

に
着
目
し
、
こ
れ
が
そ
の
よ
う
な
危
険
状
態
を
創
出
し
、
維
持
し
、
こ
こ
か
ら
惨
事
が
招
か
れ
た
場
合
に
、
こ
の
全
体
的
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
「
危
険
体
制

確
立
・
維
持
行
為
」
が
作
為
と
し
て
の
因
果
力
を
も
つ
と
し
、
こ
の
よ
う
に
、
不
作
為
的
要
素
が
同
時
に
全
体
的
な
行
為
複
合
に
お
け
る
「
作
為
」
と
し
て
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結
果
に
対
す
る
因
果
力
を
も
っ
て
初
め
て
こ
の
行
為
が
、
事
後
的
に
危
険
実
現
判
断
を
経
て
顕
在
化
す
る
と
こ
ろ
の
過
失
犯
の「
事
前
的
潜
在
的
実
行
行
為
」

と
な
る
と
論
ず
る
。
本
説
は
、
結
局
、
具
体
的
危
険
発
生
以
前
に
は
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
等
を
設
置
し
な
い
と
い
う
行
為
は
、
不
作
為
と
し
て
の
実
行
行
為

た
り
え
な
い
が
、
全
体
的
な
「
行
為
複
合
」
に
お
い
て
作
為
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
「
事
前
的
潜
在
的
実
行
行
為
」
に
な
り
う
る
と
論
ず
る
の
で

あ
る
が
、
そ
の
論
理
が
不
明
確
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
等
を
設
置
し
な
い
と
い
う
不
作
為
が
「
現
実
の
」
実
行
行
為
と
な
る
か
ど
う
か
は

死
傷
の
発
生
と
い
う
偶
然
の
事
情
に
左
右
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
。
参
照
、
松
宮
孝
明
「
刑
事
法
学
の
動
き

山
中
敬
一
『
因
果
関
係
（
客
観
的
帰

属
）」
法
律
時
報
六
六
巻
九
号
一
一
一
頁
。

酒
井
安
行
「
管
理
・
監
督
過
失
に
お
け
る
実
行
行
為
｜

不
作
為
犯
な
の
か
」（『
下
村
先
生
古
稀
祝
賀
・
刑
事
法
学
の
新
動
向
』
一
九
九
五
年
・
一
〇
三

頁
以
下
も
、
安
全
設
備
の
不
設
置
等
は
実
行
行
為
と
し
て
の
不
作
為
で
は
な
く
、
客
体
の
状
況
を
示
す
状
態
に
す
ぎ
ず
、
漠
然
と
し
た
危
険
で
は
な
く
、
具

体
的
な
危
険
の
あ
る
状
況
に
お
い
て
ホ
テ
ル
へ
客
を
引
き
入
れ
る
行
為
が
実
行
行
為
で
あ
る
と
説
く
。
本
説
に
よ
っ
て
も
、
ホ
テ
ル
や
百
貨
店
に
お
い
て
現

に
出
火
し
、
多
数
の
死
傷
者
を
出
し
た
と
い
う
こ
と
か
ら
出
立
し
て
、
直
近
の
誘
引
、
招
致
行
為
に
実
行
行
為
性
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
作
為
の
実

行
行
為
性
は
結
果
の
発
生
と
い
う
偶
然
の
事
情
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

佐
久
間
修
『
刑
法
総
論
』
二
〇
〇
九
年
・
三
一
〇
頁
も
、
不
十
分
な
防
災
体
制
の
ま
ま
で
営
業
を
続
け
る
こ
と
自
体
が
、
多
数
の
人
々
を
危
険
な
場
所
に

招
じ
入
れ
る
点
で
、
作
為
に
よ
る
過
失
の
実
行
行
為
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
と
論
ず
る
。
同
旨
、
堀
内
捷
三
『
刑
法
総
論
（
第
二
版
）』
二
〇
〇
四
年
・
一
三

五
頁
。

日
高
義
博
「
管
理
・
監
督
過
失
と
不
作
為
犯
論
」（『
神
山
敏
雄
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
第
一
巻
』
二
〇
〇
六
年
・
一
三
九
頁
以
下
）
は
、
過
失
実
行
行
為

の
実
体
は
法
益
侵
害
の
危
険
を
惹
起
し
た
客
観
的
注
意
義
務
違
反
の
行
為
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
結
果
回
避
義
務
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
具
体
的
状
況
に
よ
っ

て
、
作
為
義
務
を
要
求
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
不
作
為
義
務
を
要
求
す
る
こ
と
も
あ
り
、
作
為
的
要
素
と
不
作
為
要
素
を
併
せ
も
っ
て
い
る
、
次
に
、
過
失

実
行
行
為
の
形
態
と
し
て
は
、
作
為
の
過
失
実
行
行
為
、
不
作
為
の
実
行
行
為
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
作
為
・
不
作
為
の
過
失
実
行
行
為
も
存
在
す
る
が
、

不
作
為
の
過
失
実
行
行
為
を
不
真
正
不
作
為
犯
と
し
て
捉
え
る
必
要
は
な
い
、
な
ぜ
な
ら
、
過
失
犯
処
罰
規
定
（
刑
法
第
二
〇
九
条
、
第
二
一
〇
条
、
第
二

一
一
条
）
は
作
為
の
行
為
を
前
提
に
し
た
規
定
で
は
な
い
、
と
い
う
の
も
、
過
失
犯
に
お
け
る
結
果
回
避
義
務
は
作
為
、
不
作
為
の
両
方
に
向
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
作
為
犯
か
不
作
為
犯
か
と
い
う
二
者
択
一
指
向
は
意
味
を
成
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
、
そ
う
す
る
と
、
結
果
回
避
義
務
違
反
の
行
為
態
様
に
着

目
す
る
な
ら
、「
作
為
的
過
失
犯
」
と
「
不
作
為
的
過
失
犯
」
に
区
別
す
れ
ば
足
り
、
し
た
が
っ
て
、
管
理
・
監
督
過
失
に
お
い
て
不
作
為
が
問
題
と
な
る
場

合
は
「
不
作
為
的
過
失
犯
」
と
し
て
把
握
す
べ
き
だ
と
論
ず
る
。
し
か
し
、
本
説
に
よ
っ
て
も
、「
不
作
為
的
過
失
犯
」
の
場
合
、
結
果
回
避
義
務
の
主
体
の

限
定
と
い
う
問
題
は
依
然
と
し
て
残
る
。
参
照
、
石
塚
（
注
９
「
管
理
・
監
督
過
失
論
学
説
史
」））
四
三
三
頁
。
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12
）

参
照
、
林
幹
人
「
監
督
過
失
の
基
礎
」（『
平
野
龍
一
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
（
上
巻
）』
一
九
九
〇
年
所
収
）
三
二
五
頁
以
下
、
三
三
五
頁
。
同
（
注
11
）

一
五
七
頁
、
三
〇
三
頁
。

13
）

参
照
、
内
田
文
昭
「
太
洋
デ
パ
ー
ト
火
災
事
故
最
高
裁
判
決
の
論
点
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
九
四
号
（
一
九
九
二
年
二
月
）
四
八
頁
以
下
、
五
三
頁
「
一
旦
火

災
発
生
の
と
き
に
は
、
と
り
返
し
が
つ
か
な
く
な
る
ほ
ど
に

危
険

き
わ
ま
り
な
い
状
態
を
放
置
し
て
お
い
た
か
ど
う
か
を
問
い
、
そ
れ
が
肯
定
で
き
る

な
ら
ば
、
そ
の
時
点
に
、
業
務
上
過
失
致
死
・
致
傷
の

実
行
行
為
性

を
認
め
て
ゆ
く
べ
き
で
あ
ろ
う
」。

こ
れ
に
対
し
て
、
神
山
敏
雄
『
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
法
第
二
巻
』（
大
塚
仁
他
編
）
一
九
八
九
年
・
七
三
一
頁
は
、
管
理
権
原
者
等
の
保
障
人
義
務
を
原

則
と
し
て
否
定
し
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
不
作
為
は
、
原
則
と
し
て
、
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
の
構
成
要
件
に
該
当
せ
ず
、
例
外
と
し
て
、
防
火
管
理
者
が
、

契
約
や
事
実
上
の
引
き
受
け
等
に
よ
っ
て
火
災
か
ら
ビ
ル
を
保
護
し
、
客
・
従
業
員
の
生
命
・
身
体
の
安
全
を
保
護
す
る
こ
と
を
日
常
業
務
と
し
て
い
る
場

合
に
は
保
障
人
の
地
位
に
立
つ
こ
と
が
あ
り
え
る
が
、
こ
の
場
合
、
過
去
の
防
災
措
置
義
務
違
反
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
勤
務
時
間
中
の
火
災
発
生
以
後
に

お
け
る
不
作
為
の
実
行
行
為
の
過
失
責
任
が
問
わ
れ
る
と
説
く
。

14
）

札
幌
高
判
昭
和
五
六
・
一
・
二
二
刑
月
一
三
巻
一＝

二
号
一
二
頁
﹇
白
石
中
央
病
院
事
件
﹈
も
、
病
院
に
お
い
て
ボ
イ
ラ
ー
マ
ン
の
過
失
に
よ
り
火
災
が

発
生
し
た
が
、
火
災
報
知
機
の
始
動
に
よ
り
火
災
を
知
っ
た
夜
警
員
は
火
災
の
状
況
を
見
て
狼
狽
し
、
立
ち
去
っ
た
が
、
見
習
い
看
護
婦
、
夜
間
当
直
ア
ル

バ
イ
ト
の
助
産
婦
は
当
初
、
報
知
器
の
誤
作
動
と
思
い
火
災
の
発
生
の
有
無
を
確
認
せ
ず
、
ま
た
火
災
発
生
を
知
っ
た
後
も
避
難
誘
導
な
ど
の
適
切
な
措
置

を
講
じ
な
か
っ
た
た
め
、
新
生
児
や
入
院
患
者
ら
数
名
が
死
傷
し
た
と
い
う
事
案
に
つ
い
て
、
第
一
審
が
、
病
院
長
が
日
ご
ろ
の
避
難
訓
練
を
き
ち
ん
と
や
っ

て
い
れ
ば
結
果
は
防
止
で
き
た
と
し
て
同
人
に
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
の
成
立
を
肯
定
し
た
の
に
対
し
て
、
被
告
人
は
、「
本
件
病
院
の
理
事
長
兼
病
院
長
と

し
て
、
本
件
病
院
の
経
営
及
び
管
理
部
門
全
体
を
統
括
し
、
診
療
部
門
全
体
を
監
督
す
る
職
責
を
担
っ
て
お
り
、
旧
館
出
火
の
場
合
に
備
え
て
新
生
児
及
び

入
院
患
者
並
び
に
付
添
い
人
の
救
出
や
避
難
誘
導
に
関
す
る
職
責
を
も
当
然
負
担
し
て
い
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
け
れ
ど
も
、
本
件
病
院
の
理
事
長
な
い

し
病
院
長
と
し
て
の
立
場
か
ら
考
え
る
と
き
、
当
直
看
護
婦
や
夜
警
員
が
当
然
果
た
し
て
く
れ
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
よ
う
な
出
火
通
報
、
非
常
口
開
扉
及

び
新
生
児
搬
出
な
ど
の
救
出
活
動
な
い
し
避
難
誘
導
活
動
が
現
実
に
実
行
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
場
合
ま
で
も
考
慮
に
入
れ
て
火
災
発
生
に
備
え
た
対

策
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
ま
で
い
う
の
は
行
過
ぎ
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
判
示
し
て
、
無
罪
と
し
た
。

15
）

参
照
、
井
田
（
注
11
）
二
一
八
頁
。

こ
れ
に
対
し
て
、
予
見
可
能
性
を
責
任
に
位
置
づ
け
、
管
理
・
監
督
過
失
に
つ
い
て
は
予
見
可
能
性
を
否
定
す
る
見
解
が
あ
る
。
松
宮
孝
明
『
刑
法
総
論

講
義
（
第
四
版
）』
二
〇
〇
九
年
・
二
二
五
頁
は
、
管
理
・
監
督
過
失
に
つ
い
て
、
火
災
が
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
火
災
に
よ
る
死
傷

の
具
体
的
予
見
可
能
性
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
管
理
者
ら
に
抽
象
的
の
危
険
の
認
識
が
あ
る
場
合
も
あ
り
う
る
も
の
の
、
そ
れ
は
、
死
傷
結
果
に
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対
す
る
過
失
で
は
な
く
、
抽
象
的
危
険
犯
の
故
意
に
す
ぎ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
危
険
状
態
で
の
経
営
の
継
続
は
、
抽
象
的
危
険
犯
で
対
処
さ
れ
る
べ
き
で
、

過
失
致
傷
罪
で
対
処
す
べ
き
で
な
い
と
論
ず
る
。
町
野
朔
『
プ
レ
ッ
プ
刑
法
（
第
三
版
）』
二
〇
〇
四
年
・
二
一
八
頁
も
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
防
火
火
災
対
策
に

不
備
が
あ
る
以
上
、
一
旦
火
災
が
起
こ
れ
ば
宿
泊
客
に
死
傷
の
危
険
の
及
ぶ
こ
と
は
容
易
に
予
見
で
き
る
と
は
い
え
、
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
火
災
発
生
の

予
見
可
能
性
が
な
け
れ
ば
、
結
果
発
生
の
予
見
可
能
性
も
な
い
論
ず
る
。
同
旨
、
浅
田
和
茂
『
刑
法
総
論
』
二
〇
〇
五
年
・
三
五
三
頁
。
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